
は
じ
め
に

月
舟
寿
桂
（
一
四
七
〇
〜
一
五
三
三
）
の
別
集
『
幻
雲
藁
』
巻
第
二
に

「
東
坡
邇
英
閣
講
論
語
図
（
東
坡
邇
英
閣
に
て
論
語
を
講
ず
る
の
図
）」
と
い

（
�
）

う
詩
題
の
七
言
絶
句
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

香
孩
曽
定
宋
乾
坤

香
孩
曽
つ
て
定
む
宋
の
乾
坤

功
在
韓
王
半
部
論

功
は
韓
王
半
部
論
に
在
り

好
召
坡
翁
紹
先
業

好
ん
で
坡
翁
を
召
し
て
先
業
を
紹
ぐ

学
而
時
習
聖
雲
孫

学
び
て
時
に
習
ふ
聖
雲
孫

『
幻
雲
藁
』
は
編
年
配
列
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
題
画
詩
が
作
ら
れ
た

の
は
月
舟
が
師
事
し
た
天
隠
龍
沢
没
後
の
明
応
九
年
（
一
五
〇
〇
）
晩
秋
か

ら
初
冬
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
の
詩
題
は
、
蘇
軾
が
禁
苑
宮
殿
の
邇

英
閣
で
太
子
に
論
語
を
講
じ
終
え
た
後
の
宴
（
竟
宴
）
で
詠
じ
た
と
い
う
七

言
古
詩
「
九
月
十
五
日
、
邇
英
講
論
語
、
終
篇
、
賜
執
政
講
読
史
官
燕
於
東

宮
、
又
遣
中
使
、
就
賜
御
書
詩
各
一
首
。
臣
軾
得
紫
薇
花
絶
句
。
其
詞
云
、

絲
綸
閣
下
文
書
静
、
鐘
鼓
楼
中
刻
漏
長
、
独
坐
黄
昏
誰
是
伴
、
紫
薇
花
對
紫

微
郎
。
翌
日
、
各
以
表
謝
、
又
進
詩
一
篇
、
臣
軾
詩
云
」
を
踏
ま
え
た
も
の

で
あ
る
。
同
画
題
の
本
邦
で
の
現
存
作
例
は
報
告
さ
れ
て
お
ら
ず
、
詩
題
と

し
て
設
定
さ
れ
た
架
空
の
画
題
で
あ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
五
山
の

（
�
）

詩
会
で
は
そ
う
し
た
詩
題
を
用
い
る
事
例
も
少
な
く
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

月
舟
詩
の
制
作
契
機
も
勿
論
興
味
深
い
も
の
の
、
こ
こ
で
は
そ
の
第
二
句

の
典
拠
に
注
目
し
た
い
。
こ
こ
で
踏
ま
え
ら
れ
て
い
る
の
は
所
謂
「
半
部
論

語
」
の
故
事
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
太
祖
を
輔
佐
し
て
趙
宋
建
国
に
尽
力
し

た
韓
王
趙
普
が
終
生
『
論
語
』
を
尊
び
、『
論
語
』
の
半
分
を
も
っ
て
太
祖

を
輔
佐
し
て
天
下
を
取
り
、
別
の
半
分
で
も
っ
て
太
宗
を
輔
佐
し
て
天
下
を

治
め
る
こ
と
が
で
き
た
旨
を
太
宗
に
語
っ
た
、
と
い
う
逸
話
で
、
本
邦
禅
林

で
も
受
容
さ
れ
た
『
鶴
林
玉
露
』
乙
編
巻
一
な
ど
に
採
録
さ
れ
る
も
の
で
あ

（
�
）る。
中
国
宋
代
の
『
論
語
』
侍
講
と
い
う
主
題
で
、
月
舟
の
詩
嚢
か
ら
抽
出

さ
れ
た
の
が
趙
普
の
故
事
な
の
で
あ
っ
た
。

「
十
雪
詩
」
の
ゆ
く
え

中

本

大
五
三



北
宋
建
国
を
め
ぐ
る
背
景
の
詳
細
は
『
宋
史
』
や
『
資
治
通
鑑
』・『
宋
朝

事
実
類
苑
』
な
ど
に
記
さ
れ
て
お
り
、
博
識
な
学
僧
で
あ
れ
ば
そ
れ
ら
に
も

通
暁
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
本
邦
禅
林
に
お
い
て
は
太
祖
を
輔
佐

し
て
趙
宋
建
国
に
尽
力
し
た
名
宰
相
、
趙
普
の
知
名
度
を
圧
倒
的
に
高
め
る

契
機
が
存
在
し
て
い
た
。
中
国
元
代
の
総
集
『
皇
元
風
雅
』
に
収
め
ら
れ
た

「
十
雪
題
詠
」
の
冒
頭
「
韓
王
堂
雪
」
詩
が
そ
れ
で
あ
る
。

「
十
雪
題
詠
」
と
は
中
国
漢
代
か
ら
宋
代
に
至
る
「
雪
」
に
関
す
る
十
人

の
故
事
を
撰
び
、
そ
れ
を
『
蒙
求
』
に
類
似
す
る
四
字
熟
語
で
詩
題
に
掲
げ

た
七
言
律
詩
十
一
首
連
作
で
、
そ
の
詩
題
の
一
覧
は
、「
韓
王
堂
雪
・
伊
川

門
雪
・
袁
安
臥
雪
・
李
愬
淮
雪
・
王
猷
渓
雪
・
李
及
郊
雪
・
蘇
武
羝
雪
・
鄭

綮
驢
雪
・
孫
康
書
雪
・
欧
陽
詩
雪
」
で
あ
る
。
冒
頭
の
「
韓
王
堂
雪
」
詩
の

み
二
首
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
は
、
帝
国
創
業
者
へ
の
尊
崇
と
も
考
え
ら
れ

る
。既

に
拙
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
、
本
邦
禅
林
で
も
室
町
時
代
初
期
に
文
壇
を

牽
引
し
た
惟
肖
得
巌
の
追
和
詩
を
は
じ
め
、
西
胤
俊
承
・
南
江
宗
沅
・
瑞
渓

周
鳳
等
に
「
十
雪
」
詩
の
作
例
が
あ
り
、
更
に
『
花
上
集
』
な
ど
の
総
集
や

『
国
花
集
』
な
ど
の
類
書
に
採
録
さ
れ
た
こ
と
で
後
代
の
禅
僧
も
親
炙
し
、

（
�
）

著
名
な
詩
題
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

「
十
雪
題
詠
」
は
本
邦
で
画
題
と
し
て
も
転
用
さ
れ
、
北
野
良
枝
氏
の
考

察
に
拠
る
と
、
数
は
少
な
い
も
の
の
狩
野
元
信
筆
妙
心
寺
霊
雲
院
旧
方
丈
障

壁
画
を
は
じ
め
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
所
蔵
狩
野
山
雪
筆
「
十
雪
図
」
屏
風
な

（
�
）

ど
、
幾
つ
か
の
作
例
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
と
さ
れ
る
。
北
野
氏
が
指
摘

さ
れ
る
以
外
に
も
、
ア
ル
カ
ン
シ
ェ
ー
ル
美
術
財
団
所
蔵
初
期
狩
野
派
「
韓

王
堂
雪
」
図
襖
絵
も
「
十
雪
題
詠
」
に
由
来
す
る
画
題
と
し
て
認
定
し
て
よ

い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
洛
北
曼
殊
院
で
慈
恵
大
師
像
が
安
置
さ
れ
る
「
十
雪
の

間
」
が
、
狩
野
探
幽
筆
の
障
壁
画
題
に
由
来
す
る
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
る
。

さ
て
、
画
題
と
し
て
の
展
開
を
考
え
る
際
、『
続
史
愚
抄
』
宝
暦
十
三
年

（
�
）

（
一
七
六
三
）
七
月
二
十
五
日
条
に
記
さ
れ
た
次
の
記
事
は
大
変
興
味
深
い
。

廿
五
日
庚
辰
。
自
今
日
三
箇
日
被
行
不
動
小
法
於
常
御
殿
。
十
雪
絵
間

也
。元
為
琴
碁
書
画
絵
。依
為
桃
園
院
崩
御
間
。被
造
改
此
一
間
者
。

桃
園
天
皇
登
遐
の
後
、
不
動
小
法
が
行
わ
れ
る
常
御
殿
の
一
間
が
天
皇
崩
御

の
間
で
あ
っ
た
た
め
、
障
壁
画
を
「
琴
碁
書
画
」
図
か
ら
「
十
雪
」
図
に
変

更
し
た
こ
と
が
書
き
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
近
世
中
期
、

「
十
雪
」
が
夥
し
い
作
例
の
残
る
琴
棋
書
画
図
に
替
わ
る
画
題
と
し
て
、
禁

裏
の
荘
厳
に
用
い
ら
れ
て
い
た
と
い
う
事
例
を
端
緒
に
、
本
邦
禅
林
で
受
容

さ
れ
た
一
詩
題
が
禅
林
詩
壇
衰
退
後
、
近
世
に
至
っ
て
ど
の
よ
う
な
展
開
を

遂
げ
た
の
か
、
概
観
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

一

室
町
時
代
禅
林
に
お
け
る
「
十
雪
題
詠
」
の
受
容
に
つ
い
て
、
前
稿
を
補

足
し
つ
つ
概
観
し
て
お
こ
う
。
拙
稿
で
詳
し
く
考
察
し
た
惟
肖
や
西
胤
等
の

追
和
詩
以
外
に
も
、
以
下
の
よ
う
な
受
容
例
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

桃
源
瑞
仙
（
一
四
三
〇
〜
一
四
八
九
）
が
門
下
の
詩
僧
に
与
え
た
課
題
に

五
四



「
十
雪
」
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
、
朝
倉
尚
氏
が
紹
介
さ
れ
た
妙
心
寺
雑

（
�
）

華
院
蔵
『
古
宿
会
詩
』
の
存
在
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
室
町
時
代
中

期
、
禅
林
学
僧
が
学
ぶ
べ
き
作
詩
の
規
範
と
し
て
「
十
雪
題
詠
」
が
利
用
さ

れ
て
い
た
こ
と
は
興
味
深
い
も
の
の
、
初
学
者
の
み
な
ら
ず
、
更
に
そ
の
受

容
例
が
瑞
渓
に
列
な
る
相
国
寺
の
学
僧
で
、
詩
・
聯
句
の
領
袖
と
し
て
桃
源

と
と
も
に
詩
壇
を
牽
引
し
た
横
川
景
三
（
一
四
二
九
〜
一
四
九
三
）
と
、
南

江
と
同
じ
建
仁
寺
の
月
舟
（
既
掲
）
の
詩
作
に
見
出
せ
る
こ
と
は
、
両
者
の

室
町
時
代
後
期
禅
林
文
壇
へ
の
影
響
力
の
大
き
さ
を
考
え
る
上
で
注
目
さ
れ

る
で
あ
ろ
う
。
横
川
の
作
例
は
「
雪
夜
与
客
論
詩
（
雪
夜
客
と
詩
を
論

（
�
）

ず
）」
と
い
う
次
の
七
絶
で
あ
る
。

十
雪
古
聞
今
見
之

十
雪
古
へ
に
聞
き
今
之
れ
を
見
る

掃
門
迎
客
倒
伽
梨

門
を
掃
き
客
を
迎
へ
ん
と
伽
梨
を
倒
す

夜
深
月
落
品
題
定

夜
深
く
月
落
ち
品
題
定
む

中
有
梅
花
寒
似
詩

中
に
梅
花
有
り

寒
き
こ
と
詩
の
似
し

雪
の
夜
、
故
人
と
と
も
に
景
色
を
眺
め
つ
つ
詩
を
吟
じ
れ
ば
、「
十
雪
題
詠
」

に
も
劣
ら
な
い
風
雅
の
世
界
に
誘
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
思
い
な
が
ら
、
客
を

迎
え
る
た
め
門
を
掃
き
清
め
僧
衣
を
着
替
え
る
。
夜
も
更
け
て
月
も
西
に
傾

く
な
か
詩
を
品
評
す
る
う
ち
に
、
何
処
と
も
な
く
梅
の
香
が
漂
い
、
詩
興
も

研
ぎ
澄
ま
さ
れ
て
い
く
、
と
い
う
情
景
を
詠
じ
た
も
の
で
あ
る
。
詩
題
注
に

「
希
世
来
訪
、
会
者
十
人
、
聯
句
五
十
韻
、
句
罷
、
評
詩
」
と
あ
り
、
敬
愛

す
る
詩
壇
の
長
老
、
希
世
霊
彦
（
一
四
〇
四
〜
一
四
八
九
）
を
迎
え
、
気
の

置
け
な
い
十
人
の
仲
間
同
士
で
聯
句
を
楽
し
ん
だ
後
、
互
い
に
漢
詩
作
品
を

品
評
し
合
う
自
由
な
団
居
で
の
詠
作
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
雪
夜
の
吟
詠
と
い
う
契
機
で
、「
会
者
十
人
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
横

川
を
し
て
「
十
雪
」
へ
の
連
想
に
導
い
た
所
以
で
あ
ろ
う
。

横
川
詩
に
続
い
て
掲
載
さ
れ
た
希
世
の
作
品
は
、

又

希
世
作

�
上
吟
驢
久
駐
鞍

�
上
の
吟
驢
久
し
く
鞍
を
駐
め

玉
堂
白
戦
亦
応
難

玉
堂
の
白
戦
亦
た
難
に
応
ず

論
詩
未
了
天
猶
雪

詩
を
論
ず
る
こ
と
未
だ
了
ら
ざ
る
に
天
猶
ほ
雪

ふ
り

人
与
梅
花
一
夜
寒

人
と
梅
花
と
一
夜
寒
し

と
い
う
措
辞
で
あ
る
。
横
川
詩
の
「
十
雪
」
を
踏
ま
え
、
希
世
は
第
一
・
二

句
で
各
々
「
十
雪
題
詠
」
の
「
鄭
綮
驢
雪
」
詩
と
「
欧
陽
詩
雪
」
詩
の
故
事

に
言
及
し
て
い
る
。
や
は
り
「
会
者
十
人
」
に
よ
る
「
論
詩
」
の
対
象
が

「
十
雪
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
横
川
と
希
世
の
応
酬

は
、
五
山
詩
壇
で
「
十
雪
」
が
広
く
人
口
に
膾
炙
し
て
い
た
こ
と
の
証
左
と

見
做
し
得
る
の
で
あ
る
。

次
に
掲
げ
る
月
舟
の
作
例
は
更
に
重
要
で
あ
る
。

焚
香
聞
雪

香
を
焚
き
て
雪
を
聞
く

密
々
疏
々
灑
竹
時

密
々
疏
々
竹
に
灑
ぐ
時

「
十
雪
詩
」
の
ゆ
く
え

五
五



鷓
斑
焚
尽
撚
吟
髭

鷓
斑
焚
尽
き
て
吟
髭
を
撚
ね
る

元
人
十
雪
無
香
字

元
人
の
十
雪
に
香
の
字
無
し

一
瓣
今
宵
補
逸
詩

一
瓣

今
宵

逸
詩
を
補
は
ん

一
詩
の
措
辞
は
中
国
南
宋
を
代
表
す
る
禅
僧
、
虚
堂
智
愚
の
偈
「
聴
雪
」
に

発
想
を
得
た
も
の
で
あ
る
。
虚
堂
詩
の
全
文
は
「
寒
夜
無
風
竹
有
聲
、
疎
疎

密
密
透
疎
櫺
、
耳
聞
不
似
心
聞
好
、
歇
却
燈
前
半
卷
經
（
寒
夜
風
無
く
竹
に

声
有
り
、
疎
疎
密
密
松
櫺
を
透
る
、
耳
聞
は
似
か
ず
心
聞
の
好
き
に
、
歇
却

（
�
）

す
灯
前
半
巻
の
経
）」
で
、
月
舟
は
第
一
句
で
そ
の
情
景
を
完
全
に
再
現
す

る
も
の
の
、
第
二
句
で
は
虚
堂
が
描
か
な
い
名
香
「
鷓
斑
（
鷓
鴣
斑
）」
の

名
を
挙
げ
る
の
で
あ
る
。「
嗣
香
」
と
い
う
禅
語
も
あ
る
よ
う
に
、
禅
林
の

頌
偈
に
お
い
て
「
香
」
は
法
嗣
を
象
徴
す
る
最
も
重
要
な
主
題
の
一
つ
で
あ

る
。
一
方
、
鷓
鴣
斑
は
黄
庭
堅
の
詩
句
に
よ
っ
て
禅
林
に
広
く
知
ら
れ
た
帳

中
香
の
材
料
と
さ
れ
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
帳
中
香
は
中
国
江
南
の
李
後
主

が
愛
好
し
た
と
い
う
名
香
で
も
あ
る
。
月
舟
の
発
想
も
禅
的
境
界
に
留
ま
る

こ
と
な
く
、
敢
え
て
宋
の
太
祖
に
滅
ぼ
さ
れ
た
風
流
な
国
王
、
李
煜
が
敬
愛

し
た
文
人
的
世
界
に
及
ぶ
の
で
あ
る
。
李
後
主
は
「
十
雪
題
詠
」
冒
頭
の

「
韓
王
堂
雪
」
詩
に
登
場
す
る
人
物
で
も
あ
る
。
そ
こ
で
月
舟
は
「
十
雪
」

で
は
薫
香
が
詠
じ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、
今
宵
自
ら
が
補
お
う
、

と
高
ら
か
に
謳
う
の
で
あ
る
。
惟
肖
以
来
の
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
李
後
主
を

詠
じ
た
代
表
的
な
詩
題
と
し
て
、
五
山
僧
が
「
韓
王
堂
雪
」
詩
を
理
解
し
て

い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

月
舟
に
は
別
の
受
容
例
も
あ
る
。「
夢
雪
（
雪
を
夢
に
み
る
）」
詩
が
そ
れ

で
あ
る
。

一
枕
清
風
暑
気
収

一
枕
の
清
風
暑
気
収
ま
り

忽
驚
六
出
満
皇
州

忽
ち
驚
く
六
出

皇
州
に
満
つ
る
か
と

元
人
若
識
黒
甜
楽

元
人
若
し
黒
甜
の
楽
し
み
を
識
ら
ば

十
雪
詩
中
添
我
不

十
雪
詩
中
に
我
を
添
ふ
る
や
不
や

夢
に
雪
景
色
を
見
た
月
舟
。
枕
元
を
吹
く
一
陣
の
風
に
暑
気
も
収
ま
り
、
夏

の
皇
都
に
雪
が
降
り
積
も
っ
た
の
か
と
驚
い
て
目
覚
め
る
。
我
に
返
っ
た
作

者
は
、
中
国
元
代
の
詩
人
た
ち
が
昼
寝
の
楽
し
み
を
知
っ
て
い
た
な
ら
ば
、

「
十
雪
題
詠
」
に
袁
安
で
は
な
く
我
が
昼
寝
の
様
を
詠
じ
た
か
も
し
れ
な
い
、

と
洒
落
て
み
せ
る
の
で
あ
る
。

月
舟
の
次
世
代
の
建
仁
寺
の
学
僧
、
驢
雪
鷹
灞
（
生
没
年
不
明
）
に
も

（
�
）

「
芭
蕉
題
詩
図
」
を
詠
じ
た
次
の
七
絶
が
残
さ
れ
て
い
る
。

芭
蕉
未
破
雨
過
晨

芭
蕉
未
だ
破
れ
ず
し
て
雨

晨
を
過
ぎ

幾
首
題
詩
字
々
新

幾
首
か
詩
を
題
す
れ
ば
字
々
新
た
な
り

一
葉
若
能
書
十
雪

一
葉

若
し
能
く
十
雪
を
書
せ
ば

唐
人
画
可
属
元
人

唐
人
の
画
も
元
人
に
属
す
べ
し

（
�
）

詩
題
の
「
芭
蕉
題
詩
図
」
に
つ
い
て
は
既
に
拙
稿
で
述
べ
た
こ
と
が
あ
り
、

詳
細
は
そ
れ
に
譲
る
も
の
の
、
雪
景
色
の
な
か
に
南
国
の
芭
蕉
を
描
い
た
と

い
う
唐
代
詩
人
、
王
維
の
逸
話
を
取
り
上
げ
、「
十
雪
題
詠
」
の
詩
題
に
王

五
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維
が
選
ば
れ
て
も
よ
い
も
の
を
、
と
思
い
め
ぐ
ら
し
て
い
る
の
が
興
味
深

い
。
こ
の
発
想
は
後
述
す
る
近
世
の
「
十
雪
」
題
新
撰
の
試
み
に
繋
が
る
も

の
で
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
雪
を
詠
じ
た
詩
作
と
い
え
ば
、
す
ぐ
に
「
十
雪
題
詠
」
と

結
び
つ
け
ら
れ
る
ほ
ど
に
禅
僧
│
│
特
に
建
仁
寺
の
学
僧
│
│
は
「
十
雪
」

詩
を
悉
知
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

二

五
山
僧
の
詩
嚢
に
蓄
え
ら
れ
た
「
十
雪
題
詠
」
は
、
五
山
禅
林
の
学
統
に

列
な
る
近
世
初
期
の
儒
者
た
ち
に
も
受
け
継
が
れ
、
愛
唱
さ
れ
て
い
た
。
幼

少
期
に
建
仁
寺
で
学
ん
だ
林
羅
山
（
一
五
八
三
〜
一
六
五
七
）
の
別
集
『
羅

山
先
生
詩
集
』
巻
第
三
十
「
雪

下
」
に
は
二
首
の
「
韓
王
堂
雪
」
詩
を
見

（
�
）

出
す
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
首
目
は
詩
題
注
に
「
丙
辰
十
二
月
十
一
日
正
意

席
」
と
あ
り
、
元
和
二
年
（
一
六
一
六
）
十
二
月
十
一
日
、
堀
正
意
（
杏
庵

・
一
五
八
五
〜
一
六
四
三
）
が
主
催
す
る
詩
会
で
の
詠
作
で
あ
る
こ
と
が
知

ら
れ
る
。
同
じ
席
上
で
は
「
孟
子
白
雪
」
と
い
う
一
首
も
作
ら
れ
て
お
り
、

後
に
触
れ
る
よ
う
に
、
既
存
の
「
十
雪
」
詩
題
に
飽
き
足
ら
ず
、
新
た
な
詩

題
を
創
作
す
る
意
欲
も
看
取
で
き
て
興
味
深
い
の
で
あ
る
。
な
お
、
元
和
二

年
の
作
例
と
し
て
は
、「
李
愬
淮
雪
」
詩
が
一
首
収
め
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、

制
作
契
機
は
不
明
で
あ
る
。

「
韓
王
堂
雪
」
詩
の
第
二
首
目
は
詩
題
注
に
「
甲
午
十
二
月
二
十
二
日
」

と
あ
り
、
羅
山
晩
年
の
承
応
三
年
（
一
六
五
四
）
の
作
で
あ
る
こ
と
が
知
ら

れ
る
。「
十
雪
題
詠
」
は
羅
山
が
生
涯
に
亙
っ
て
愛
好
し
た
詩
題
だ
っ
た
の

で
あ
る
。

桃
源
が
門
弟
の
教
育
に
用
い
た
よ
う
に
、
羅
山
も
子
弟
の
庭
訓
の
た
め
に

「
十
雪
題
詠
」
を
役
立
て
て
い
た
。
愛
息
・
読
耕
斎
守
勝
（
一
六
二
四
〜
一

六
六
一
）
に
関
す
る
次
の
詩
題
は
興
味
深
い
。

守
勝
頃
除
元
人
所
題
品
十
雪
之
外
賦
卌
雪
絶
句
、
不
日
而
成
。
既
而

今
朝
凍
雨
霏
霏
及
晩
積
雪
墻
壁
為
堊
塗
屋
瓦
化
白
鴛
。
樹
樹
生
花
、

石
変
監
（「
鹽
」
カ
）
虎
。
想
夫
遺
蝗
入
地
、
宿
麦
連
雲
、
呈
瑞
于

豊
年
、
不
亦
哿
哉
。
吾
為
守
勝
賀
卌
雪
之
有
応
与
一
夜
之
得
明
。
不

可
不
愈
勉
益
進
也
。
於
是
又
賀
之
云
爾
。（
守
勝
頃
ろ
元
人
の
題
品

す
る
所
の
十
雪
を
除
く
の
外
の
卌
雪
絶
句
を
賦
さ
ん
と
し
、
日
あ
ら

ず
し
て
成
る
。
既
に
し
て
今
朝
凍
雨
霏
霏
と
し
て
、
晩
に
及
ん
で
積

雪
、
墻
壁
堊
塗
と
為
り
、
屋
瓦
白
鴛
と
化
す
。
樹
樹
花
を
生
じ
、
石

塩
虎
に
変
ず
。
想
ふ
に
夫
れ
遺
蝗
地
に
入
り
、
宿
麦
雲
に
連
な
る
が

ご
と
く
、
瑞
を
豊
年
に
呈
す
る
こ
と
、
亦
た
哿
か
ら
ざ
ら
ん
や
。
吾

れ
守
勝
が
為
に
卌
雪
の
応
有
る
と
一
夜
の
明
を
得
る
と
を
賀
す
。
愈

よ
勉
め
益
す
進
ま
ず
ん
ば
あ
る
べ
か
ら
ず
。
是
に
於
い
て
又
た
之
を

賀
す
と
、
爾
云
ふ
。）

六
花
筆
落
季
冬
天

六
花
筆
と
と
も
に
落
つ
季
冬
の
天

呵
硯
裁
成
四
十
篇

硯
を
呵
し
て
裁
し
成
す
四
十
篇

憶
得
坡
仙
知
此
趣

憶
ひ
得
た
り
坡
仙
此
の
趣
き
を
知
る
を

新
詩
曽
禱
霧
猪
泉

詩
を
新
た
に
す
る
は
曽
て
霧
猪
泉
に
禱
る
が
ご

「
十
雪
詩
」
の
ゆ
く
え

五
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と
し

す
な
わ
ち
、
読
耕
斎
が
「
十
雪
題
詠
」
と
は
重
複
し
な
い
題
材
で
雪
を
賦

し
た
絶
句
四
十
首
を
完
成
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
降
り
続
い
て
い
た
雨
が
雪
に
変

わ
り
、
周
囲
が
銀
世
界
に
変
じ
た
。
そ
れ
を
守
勝
の
詠
作
に
感
応
し
た
奇
瑞

と
考
え
た
父
・
羅
山
が
愛
息
の
益
々
の
精
進
と
学
業
の
進
展
を
祈
念
し
て
、

「
鹽
虎
」
や
「
霧
猪
泉
」
な
ど
李
商
隠
や
蘇
軾
な
ど
の
措
辞
を
引
用
し
つ
つ

製
し
た
作
な
の
で
あ
っ
た
。
詩
注
に
は
「
寛
永
十
七
年
十
二
月
」
と
あ
り
、

守
勝
十
四
歳
の
作
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

こ
の
四
十
首
連
作
に
続
い
て
、
そ
の
八
年
後
の
慶
安
元
年
（
一
六
四
八
）

十
二
月
、
読
耕
斎
が
行
っ
た
新
た
な
試
み
の
経
緯
が
次
掲
「
和
函
三
子
十
雪

韻
（
函
三
子
の
十
雪
の
韻
に
和
す
）」
と
い
う
次
韻
詩
の
詩
序
に
記
さ
れ
て

い
る
。

和
函
三
子
十
雪
韻

戊
子
季
冬
二
十
九
日
、
函
三
子
自
袖
出
一
幅
。
見
之
新
撰
十
雪
題
為
之

絶
句
。
皆
元
朝
風
雅
集
所
不
載
者
也
。
其
奸
（「
好
」
カ
）
奇
好
新
、

可
以
観
焉
勉
哉
。
蘇
黄
奇
、
有
待
之
歟
、
然
易
奇
而
法
与
温
故
而
知

新
、
是
我
所
有
待
也
。
因
次
其
韻
以
示
之
（
戊
子
季
冬
二
十
九
日
、
函

三
子
袖
よ
り
一
幅
を
出
だ
す
。
之
れ
を
見
れ
ば
新
た
に
十
雪
の
題
を
撰

し
之
れ
が
絶
句
を
為
す
な
り
。
皆
な
元
朝
風
雅
集
に
載
せ
ざ
る
所
の
者

な
り
。
其
の
奇
を
好
み
新
を
好
む
、
以
て
観
ず
べ
く
勉
め
よ
や
。
蘇
・

黄
の
奇
、
之
れ
を
待
つ
こ
と
有
ら
ん
か
、
然
れ
ど
も
易
へ
る
こ
と
の
奇

に
し
て
法
な
る
と
故
き
を
温
た
め
新
し
き
を
知
る
と
は
、
是
れ
我
が
待

つ
こ
と
有
る
所
な
り
。
因
り
て
其
の
韻
を
次
し
て
以
て
之
れ
に
示

す
）。

慶
安
元
年
（
一
六
四
八
）
十
二
月
二
十
九
日
、
函
三
子
（
守
勝
）
が
袖
中

か
ら
『
皇
元
風
雅
』
所
収
詩
題
と
は
重
複
し
な
い
、
新
た
に
自
撰
し
た
「
十

雪
」
題
の
絶
句
を
羅
山
に
示
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
意
欲
に
感
動
し
た

父
・
羅
山
は
新
奇
か
つ
格
調
を
失
わ
な
い
息
子
の
作
風
を
称
揚
し
、
次
韻
詩

を
呈
し
た
の
で
あ
っ
た
。
読
耕
斎
守
勝
が
新
た
に
詠
じ
た
詩
題
は
「
武
王
洛

雪
・
曽
子
泰
雪
・
楚
荘
戸
雪
・
季
龍
苑
雪
・
謝
荘
衣
雪
・
韋
斌
靴
雪
・
蘇
軾

堂
雪
・
希
真
洲
雪
・
桓
胤
扇
雪
・
耿
生
銀
雪
」
の
十
首
で
あ
る
。

一
方
の
羅
山
も
寛
永
十
九
年
か
ら
慶
安
年
間
に
か
け
て
所
謂
「
和
漢
十
題

雑
詠
」
と
い
う
様
々
な
十
題
詩
作
成
に
勤
し
ん
で
い
る
。
慶
安
四
年
（
一
六

五
一
）
七
月
十
六
日
に
は
「
十
雪
」
を
本
朝
の
名
所
に
取
り
な
し
た
一
首
と

し
て
「
大
原
山
雪
」
を
、
同
年
九
月
二
十
日
に
は
「
十
詩
集
」
の
一
詩
題
と

し
て
「
元
朝
風
雅
集
」
を
詠
じ
て
い
る
。「
十
雪
題
詠
」
が
長
年
に
亙
っ
て

林
家
の
人
々
の
詩
興
を
刺
激
し
続
け
た
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

三

林
羅
山
の
「
十
雪
題
詠
」
愛
好
を
検
討
し
た
と
き
、
那
波
活
所
（
一
五
九

五
〜
一
六
四
八
）
と
の
相
違
点
が
浮
か
び
上
が
る
の
は
興
味
深
い
。
北
野
良

枝
氏
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
別
集
『
活
所
遺
藁
』
巻
第
三
に
は
「
十
雪
詩
�

五
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序
」
と
い
う
作
品
が
採
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
制
作
時
期
は
寛
永
四
年
（
一

六
二
七
）
正
月
以
降
寛
永
七
年
（
一
六
三
〇
）
十
二
月
以
前
に
絞
ら
れ
る
こ

（
�
）

と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
序
文
冒
頭
で
活
所
は
、「
十
雪
題
詠
権
輿
乎

皇
元
風
雅
集
、
国
朝
浮
屠
惟
肖
亦
�
貌
而
和
。
眩
博
之
志
可
尚
哉
（
十
雪
題

詠
の
権
輿
は
皇
元
風
雅
集
な
り
て
、
国
朝
浮
屠
惟
肖
亦
た
�
貌
し
て
和
す
。

眩
博
の
志
尚
す
べ
き
か
）」
と
述
べ
、
本
邦
禅
林
に
お
い
て
最
初
に
「
十
雪

題
詠
」
に
追
和
し
た
と
考
え
ら
れ
る
惟
肖
得
巌
の
功
績
を
称
揚
し
、
次
い
で

十
詩
題
の
概
略
を
書
き
記
し
た
上
で
、
道
家
正
休
氏
の
主
導
で
追
和
す
る
喜

び
を
述
べ
る
の
で
あ
る
。「
十
雪
題
詠
」
の
受
容
拠
点
と
し
て
の
五
山
禅
林

へ
の
言
及
は
、
羅
山
詩
に
は
見
ら
れ
な
い
特
徴
で
あ
る
。

『
活
所
遺
藁
』
が
掲
載
す
る
『
活
所
先
生
年
譜
』
に
拠
れ
ば
、
活
所
の
藤

原
惺
窩
へ
の
附
弟
は
慶
長
十
七
年
（
一
六
一
二
）
十
月
の
こ
と
と
さ
れ
る
。

そ
の
後
の
詳
細
な
活
動
は
不
明
で
は
あ
る
も
の
の
、
活
所
が
序
文
で
「
韓
王

堂
雪
」
詩
が
詠
じ
ら
れ
た
元
和
二
年
十
二
月
二
十
一
日
の
堀
杏
庵
主
催
の
詩

会
に
つ
い
て
記
し
て
い
な
い
の
は
、
羅
山
や
杏
庵
よ
り
一
回
り
以
上
年
少
の

活
所
が
、
そ
の
詩
会
に
は
出
席
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
れ
は
活
所
が
惺
窩
に
入
門
し
て
僅
か
四
年
後
の
詩
席
だ
っ
た
の
で
あ

る
。
活
所
の
序
文
は
「
今
道
家
正
休
氏
会
諸
友
令
賦
之
予
亦
得
漱
一
雪
然
技

療
不
可
歇
也
故
不
揣
暗
昧
倣
著
題
体
併
詠
十
雪
（
今
道
家
正
休
氏
、
会
の
諸

友
を
し
て
之
れ
を
賦
さ
し
む
。
予
亦
た
一
雪
を
漱
ぐ
こ
と
を
得
た
り
。
然
れ

ど
技
療
歇
む
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
故
に
暗
昧
を
揣
か
ず
、
倣
ひ
て
題
体
を
著

し
、
併
せ
て
十
雪
を
詠
ず
）」
と
締
め
括
ら
れ
て
お
り
、
一
見
し
て
初
学
の

こ
ろ
か
ら
長
年
親
し
ん
で
き
た
詩
題
を
論
じ
て
い
る
と
は
解
せ
な
い
こ
と
か

ら
、
活
所
の
「
十
雪
」
詩
と
の
邂
逅
は
、
師
匠
の
藤
原
惺
窩
や
先
輩
で
あ
る

羅
山
や
杏
庵
を
介
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
な
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。

一
方
、
寛
永
年
間
以
降
に
羅
山
の
子
弟
が
「
十
雪
題
詠
」
に
親
昵
す
る
背

景
の
一
つ
に
、
彼
ら
と
盛
ん
に
徴
逐
し
て
い
た
活
所
の
存
在
を
想
定
す
る
必

要
は
大
い
に
あ
る
。
そ
の
上
で
、
北
野
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
狩
野
山
雪

筆
「
十
雪
図
」
屏
風
の
制
作
契
機
に
活
所
と
の
交
流
を
想
定
す
る
の
は
興
味

深
い
も
の
の
、
活
所
以
前
に
羅
山
や
堀
杏
庵
が
詩
会
で
「
十
雪
題
詠
」
を
取

り
上
げ
て
い
た
こ
と
や
、
羅
山
が
子
弟
の
教
育
に
も
積
極
的
に
用
い
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
更
に
重
要
な
の
で
あ
る
。

先
に
挙
げ
た
羅
山
の
十
首
連
作
へ
の
敬
慕
を
示
し
た
「
和
漢
十
題
雑
詠
」

は
、
そ
の
息
子
、
鵞
峰
に
よ
る
序
文
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
さ

な
が
ら
「
十
首
連
作
詩
題
集
成
」
と
い
っ
た
趣
き
で
あ
る
が
、
そ
の
な
か
で

中
国
に
お
け
る
「
十
詠
」
の
具
体
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
、
李
白

の
姑
熟
十
詠
・
杜
甫
の
�
州
十
絶
・
韓
愈
の
琴
操
十
首
・
元
稹
の
楚
歌
十
首

・
皮
日
休
と
陸
亀
蒙
の
十
漁
具
十
茶
具
・
王
安
石
の
華
亭
十
詠
・
蘇
軾
の
荊

州
十
首
・
黃
庭
堅
の
黔
南
十
首
・
陳
師
道
の
秋
懐
十
首
・
元
人
の
十
雪
十
台

で
あ
り
、
李
杜
蘇
黃
を
は
じ
め
と
す
る
錚
々
た
る
顔
ぶ
れ
に
交
じ
っ
て
元
代

（
�
）

の
「
十
雪
」
と
「
十
台
」
が
言
及
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
桃
源
瑞
仙
の
例

を
挙
げ
る
ま
で
も
な
く
、
作
詩
の
訓
練
で
多
彩
な
故
事
を
網
羅
す
る
「
十

題
」
を
課
す
こ
と
は
、
そ
の
詩
嚢
を
肥
や
す
上
で
も
有
益
で
あ
っ
た
。
そ
の

中
で
も
「
十
雪
題
詠
」
は
有
用
な
古
典
と
し
て
、
本
邦
五
山
禅
林
を
経
て
、

羅
山
以
降
の
林
家
の
教
育
に
も
活
用
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

「
十
雪
詩
」
の
ゆ
く
え

五
九



四

読
耕
斎
の
事
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
原
典
の
規
矩
に
依
拠
し
な
が
ら
、

「
十
雪
」
を
新
撰
す
る
試
み
は
、
新
た
な
詩
興
の
獲
得
に
繋
が
る
行
為
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
の
試
み
は
既
に
元
和
二
年
堀
杏
庵
主
催
の
詩
席
で
詠
じ
ら
れ

た
「
孟
子
白
雪
」
題
に
看
取
し
得
る
も
の
の
、
こ
の
詩
題
が
予
め
用
意
さ
れ

て
い
た
の
か
、
或
い
は
当
座
の
詩
題
で
あ
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
羅
山

の
別
集
で
は
「
韓
王
堂
雪
」
詩
よ
り
前
に
置
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
兼

題
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
は
考
え
ら
れ
る
も
の
の
、
確
実
な
判
断
材
料

は
見
出
せ
な
い
。
他
方
、
読
耕
斎
に
類
似
し
た
詩
題
新
撰
の
試
み
が
、
木
下

順
庵
（
一
六
二
一
〜
一
六
九
九
）
と
祇
園
南
海
（
一
六
七
六
〜
一
七
五
一
）

と
い
う
師
弟
の
別
集
に
残
さ
れ
て
い
る
の
も
、
単
な
る
偶
然
で
は
あ
る
ま

い
。順

庵
の
別
集
『
錦
里
文
集
』
巻
五
（「
西
京
稿
」）
に
は
、「
十
雪
」
と
い

う
詩
題
を
明
記
す
る
こ
と
な
く
、「
韓
王
堂
雪
・
伊
川
門
雪
・
袁
安
臥
雪
・

李
愬
淮
雪
・
李
及
郊
雪
・
蘇
武
羝
雪
・
鄭
綮
驢
雪
」
の
七
詩
題
が
掲
げ
ら
れ

（
�
）

た
後
に
「
昌
黎
関
雪
」
が
置
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
詩
題
は
韓
愈

（
昌
黎
）
の
「
左
遷
至
藍
関
示
姪
孫
湘
（
左
遷
せ
ら
れ
て
藍
関
に
至
り
姪
孫

の
湘
に
示
す
）」
詩
の
一
聯
「
雲
横
秦
嶺
家
何
在
、
雪
擁
藍
関
馬
不
前
（
雲

は
秦
嶺
に
横
た
わ
り
て
家
何
く
に
か
あ
る
、
雪
は
藍
関
を
擁
し
て
馬
前
ま

ず
）」
を
踏
ま
え
た
も
の
で
、
雪
深
い
関
所
を
越
え
、
左
遷
先
の
任
地
へ
赴

く
情
景
を
詠
じ
た
も
の
で
あ
る
。
順
庵
に
も
羅
山
と
同
様
、
通
常
の
「
十
雪

題
詠
」
と
と
も
に
、
自
ら
新
撰
し
た
詩
題
を
披
露
す
る
機
会
が
あ
っ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

更
に
そ
の
試
み
を
更
に
進
め
た
と
思
わ
れ
る
例
が
、
江
戸
の
順
庵
門
下
で

学
ん
だ
祇
園
南
海
の
別
集
『
南
海
先
生
文
集
』
巻
之
三
に
見
ら
れ
る
の
で
あ

（
�
）る。「
十
雪
詩
」
と
総
称
さ
れ
た
十
首
連
作
の
各
詩
題
は
、「
穆
王
獵
雪
・
景

公
賑
雪
・
蘇
武
卌
雪
・
袁
安
臥
雪
・
東
郭
履
雪
・
王
恭
裘
雪
・
孫
康
書
雪
・

謝
女
咏
雪
・
子
猷
棹
雪
・
鄭
綮
驢
雪
」
で
あ
る
。『
南
海
先
生
文
集
』
は
詩

体
別
の
配
列
で
、
巻
之
三
は
七
言
律
詩
で
あ
る
。「
十
雪
詩
」
に
続
い
て

「
哭
筑
州
使
君
白
石
井
先
生
五
首
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、「
十
雪
詩
」

は
新
井
白
石
没
年
の
享
保
十
年
（
一
七
二
五
）
以
前
の
作
品
で
あ
る
と
も
考

え
ら
れ
る
も
の
の
、
既
に
先
学
の
指
摘
が
あ
る
よ
う
に
『
南
海
先
生
文
集
』

（
�
）

の
配
列
は
乱
れ
て
お
り
、
制
作
契
機
は
一
切
不
明
で
あ
る
。

南
海
の
「
十
雪
」
の
う
ち
、
原
典
と
重
な
る
の
が
、「
蘇
武
�
（
原
典
で

は
「
羝
」）
雪
・
袁
安
臥
雪
・
孫
康
書
雪
・
子
猷
棹
（
原
典
で
は
「
渓
」）
雪

・
鄭
綮
驢
雪
」
の
五
詩
題
で
、
そ
れ
以
外
は
『
皇
元
風
雅
』
に
見
出
せ
な
い

も
の
で
あ
る
。
詩
題
に
異
同
の
あ
る
二
つ
の
中
、「
蘇
武
卌
雪
」
の
「
�
」

は
フ
ェ
ル
ト
の
意
で
、
匈
奴
に
捕
え
ら
れ
た
蘇
武
が
食
糧
を
絶
た
れ
た
と

き
、
か
じ
っ
た
雪
と
と
も
に
飲
み
込
ん
で
飢
え
を
凌
い
だ
も
の
が
「
�
」
で

あ
っ
た
。
原
典
の
「
羝
」
は
蘇
武
が
放
牧
し
て
い
た
牡
羊
の
意
で
、「
雪
」

と
組
み
合
わ
せ
る
に
は
「
�
」
の
方
が
よ
り
相
応
し
い
と
考
え
た
上
で
の
改

訂
な
の
で
あ
ろ
う
。「
子
猷
棹
雪
」
も
同
様
に
、
戴
安
道
の
住
む
「
剡
渓
」

と
い
う
地
名
よ
り
「
子
猷
尋
戴
」
故
事
に
お
け
る
「
舟
」
の
重
要
性
を
強
調

し
た
か
っ
た
た
め
の
変
更
と
考
え
ら
れ
る
。

六
〇



こ
う
し
た
点
に
も
撰
者
の
工
夫
が
感
じ
ら
れ
る
も
の
の
、
更
に
新
撰
の
詩

題
は
ど
の
よ
う
に
し
て
選
ば
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
五
詩
題
に
つ
い
て

概
観
し
て
み
よ
う
。

「
穆
王
獵
雪
」
は
「
穆
王
八
駿
図
」
で
知
ら
れ
る
周
の
穆
王
が
、
雨
雪
降

る
�
山
の
西
隈
で
狩
猟
し
、
�
山
を
手
中
に
収
め
、
�
沱
河
の
北
を
制
圧
し

た
と
い
う
『
穆
天
子
伝
』
所
載
の
故
事
で
あ
る
。

「
景
公
賑
雪
」
は
斉
の
景
公
が
雨
雪
の
三
日
続
い
て
人
々
が
寒
さ
に
凍
え

て
い
る
な
か
、
狐
白
の
裘
を
着
て
一
人
暖
か
く
し
て
い
た
の
を
、
晏
子
に
諌

め
ら
れ
て
、
飢
え
と
寒
さ
に
凍
え
る
民
に
施
し
を
与
え
た
と
い
う
『
晏
子
春

秋
』
所
載
の
故
事
で
あ
る
。

「
東
郭
履
雪
」
は
漢
の
武
帝
の
時
代
、
不
遇
で
あ
っ
た
東
郭
先
生
甯
乗
が

履
（
く
つ
）
の
上
だ
け
を
覆
っ
て
底
の
な
い
も
の
を
履
い
て
い
た
の
を
人
に

笑
わ
れ
た
の
を
、
誰
が
歩
い
て
い
る
と
き
に
、
底
の
な
い
履
だ
と
気
付
く
人

が
い
る
だ
ろ
う
か
、
と
応
じ
た
と
い
う
『
史
記
』「
滑
稽
列
伝
」
の
「
東
郭

先
生
伝
」
所
載
の
故
事
で
あ
る
。

「
王
恭
裘
雪
」
は
王
恭
が
雪
の
微
か
に
降
る
な
か
鶴
の
飾
り
毛
で
出
来
た

裘
を
着
て
高
輿
に
乗
っ
て
い
る
の
を
見
た
孟
昶
が
、「
ま
こ
と
の
神
仙
の
よ

う
だ
」
と
歎
息
し
た
と
い
う
『
世
説
新
語
』
所
載
の
故
事
で
あ
る
。

「
謝
女
咏
雪
」
は
謝
安
の
姪
で
あ
る
謝
道
蘊
が
、
宴
席
で
雪
の
比
喩
を
尋

ね
ら
れ
、
風
に
吹
か
れ
る
柳
絮
に
譬
え
、
絶
賛
さ
れ
た
と
い
う
『
世
説
新

語
』
所
載
の
故
事
で
あ
る
。

す
べ
て
本
邦
室
町
時
代
の
五
山
学
僧
に
も
よ
く
知
ら
れ
た
故
事
で
は
あ
る

も
の
の
、
管
見
で
は
類
似
の
詩
題
を
禅
僧
の
詩
文
集
に
見
出
す
こ
と
は
で
き

な
い
。
画
題
と
の
関
連
も
想
定
さ
れ
る
も
の
の
、
こ
れ
ら
が
順
庵
の
作
例
と

関
連
す
る
の
か
、
師
匠
に
感
化
さ
れ
た
弟
子
南
海
の
後
年
の
作
で
あ
る
の

か
、
或
い
は
別
の
人
物
が
設
け
た
詩
題
な
の
か
は
定
か
で
は
な
い
。
宰
相
韓

王
に
替
え
て
君
主
二
名
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
点
、
女
性
の
故
事
が
見
え

る
点
等
に
南
海
詩
の
独
自
性
が
垣
間
見
え
る
と
と
も
に
、
制
作
契
機
を
窺
う

糸
口
も
あ
る
の
だ
ろ
う
。『
南
海
先
生
文
集
』
の
同
巻
に
は
江
戸
滞
在
中
に

南
海
が
賦
し
、
新
井
白
石
（
一
六
五
七
〜
一
七
二
五
）
が
賞
し
て
唱
和
し
た

も
の
に
、
後
年
更
に
追
和
し
た
と
い
う
「
七
家
雪
」
と
い
う
詩
題
の
連
作
も

収
め
ら
れ
て
い
る
。
新
撰
「
十
雪
詩
」
の
制
作
契
機
と
関
連
す
る
と
も
考
え

ら
れ
る
も
の
の
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

如
上
、
室
町
時
代
以
降
、
五
山
禅
林
で
愛
唱
さ
れ
た
「
十
雪
題
詠
」
は
、

江
戸
時
代
以
降
、
藤
原
惺
窩
門
下
の
儒
者
に
尊
ば
れ
、
そ
の
詩
嚢
を
肥
や
し

続
け
て
い
た
。
特
に
愛
好
し
た
の
が
林
家
の
人
々
で
、
あ
た
か
も
室
町
時
代

の
学
僧
、
桃
源
瑞
仙
が
門
弟
の
詩
作
指
導
の
課
題
に
用
い
て
い
た
よ
う
に
、

子
弟
の
教
育
に
も
活
用
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
惟
肖
の
事
例
に
言
及
し
て

「
十
雪
」
を
追
和
し
た
那
波
活
所
と
同
様
、
ま
さ
に
五
山
文
学
史
を
熟
知
し

た
京
都
出
身
の
儒
者
と
呼
ぶ
に
相
応
し
い
志
向
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
姿

勢
は
次
世
代
の
木
下
順
庵
に
も
継
承
さ
れ
、
そ
の
門
弟
の
祇
園
南
海
に
も
受

け
継
が
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

お
わ
り
に

祇
園
南
海
よ
り
六
歳
年
長
の
伊
藤
東
涯
（
一
六
七
〇
〜
一
七
三
六
）
は
、

「
十
雪
詩
」
の
ゆ
く
え

六
一



江
戸
生
ま
れ
の
南
海
と
は
異
な
り
、
生
涯
京
都
に
暮
ら
し
た
古
義
堂
第
二
代

で
あ
る
。
そ
の
東
涯
が
享
保
七
年
（
一
七
二
二
）、
五
十
代
の
折
「
十
雪
図
」

（
�
）

へ
の
跋
文
を
認
め
て
い
る
。
そ
れ
は
冒
頭
に
掲
げ
た
宝
暦
十
三
年
の
常
御
殿

障
壁
画
制
作
の
九
年
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

十
雪
図
跋

宕
峰
通
師
命
画
史
図
十
雪
故
事
属
予
題
詠
、
此
図
本
有
元
人
詩
亦
可
喜

也
、
為
各
書
其
左
聊
供
間
中
之
一
適
耳
。
莫
以
筆
拙
而
見
�
弃
也
。
壬

寅
之
冬
（
宕
峰
通
師
画
史
に
命
じ
て
十
雪
の
故
事
を
図
せ
し
め
予
に
題

詠
を
属
む
、
此
の
図
に
本
と
元
人
の
詩
有
る
は
亦
た
喜
ぶ
べ
き
こ
と
な

れ
ば
、
為
に
各
の
其
の
左
に
書
し
て
聊
か
間
中
の
一
適
に
供
す
る
の
み

な
り
。
筆
の
拙
き
を
以
て
�
棄
せ
ら
る
る
こ
と
莫
れ
。
壬
寅
の
冬
）

京
都
北
西
の
愛
宕
神
社
白
雲
寺
長
老
が
画
師
に
描
か
せ
た
「
十
雪
図
」
へ
の

着
賛
を
依
頼
さ
れ
た
東
涯
は
、
先
に
書
き
記
さ
れ
て
い
た
「
元
人
詩
」
に
併

記
で
き
る
こ
と
を
喜
び
つ
つ
、
自
作
を
詠
出
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は

活
所
の
詠
作
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
五
山
学
僧
へ
の
言
及
は
見
ら
れ
な
い
の
で

あ
る
。

中
国
明
清
代
詩
の
影
響
が
文
壇
を
覆
い
尽
く
す
前
夜
、
元
代
の
総
集
『
皇

元
風
雅
』
を
淵
源
と
す
る
「
十
雪
題
詠
」
は
、
い
つ
し
か
本
邦
五
山
文
学
史

に
列
な
る
こ
と
を
殊
更
想
起
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
唐
土
の
文
物
に
憧
れ
る
近

世
の
文
人
・
詩
人
に
賞
誉
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
そ
の
前
段
に
は
、
五
山
僧
の
詩
文
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
、
先
人
へ

の
追
和
詩
に
留
ま
ら
な
い
新
た
な
文
学
的
展
開
を
目
指
そ
う
と
腐
心
す
る
、

五
山
文
壇
と
決
別
し
た
儒
者
た
ち
の
試
行
が
あ
っ
た
こ
と
は
銘
記
す
べ
き
で

あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
経
緯
を
辿
っ
て
五
山
学
僧
が
蒔
い
た
種
子
は
、
近
世
詩

壇
に
強
固
に
根
を
お
ろ
し
た
の
で
あ
っ
た
。

注（
１
）
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
林
羅
山
旧
蔵
本
に
拠
る
。

（
２
）
こ
う
し
た
事
例
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
豊
臣
秀
次
と
文
禄
年
間
の
五

山
の
文
事
」（『
古
代
中
世
文
学
論
考
』
一
・
新
典
社
・
一
九
九
八
）

で
簡
単
に
紹
介
し
て
い
る
。

（
３
）『
鶴
林
玉
露
』
乙
編
巻
第
一
「
論
語
」
に
「
趙
普
再
相
、
人
言
普
山

東
人
、
所
読
者
止
論
語
、
蓋
亦
少
陵
之
説
也
。
宋
太
宗
嘗
以
此
語
問

普
、
普
略
不
隠
、
対
曰
、
臣
平
生
所
知
、
誠
不
出
此
。
昔
以
其
半
輔

太
祖
定
天
下
、
今
欲
以
其
半
輔
陛
下
致
太
子
、
普
之
相
業
、
因
（
マ

マ
、「
固
」
の
誤
り
か
）
未
能
無
愧
於
論
語
、
而
其
言
則
天
下
之
至

言
也
。」（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
所
蔵
刊
本
に
拠
る
）
と
記
さ

れ
て
い
る
。

（
４
）
拙
稿
『
本
邦
禅
林
の
「
韓
玉
堂
雪
」
詩
に
お
け
る
李
煜
詞
の
受
容

を
め
ぐ
っ
て
│
「
五
山
文
学
と
填
詞
」
続
貂
│
（「
国
語
国
文
」
六

三
│
十
・
一
九
九
四
）
参
照
。

（
５
）「
狩
野
山
雪
筆
「
十
雪
図
屏
風
」
の
作
画
契
機
に
つ
い
て
」（「
国

華
」
一
二
七
二
・
二
〇
〇
一
）。

（
６
）
続
国
史
大
系
所
収
本
文
に
拠
る
。

六
二



（
７
）『
禅
林
の
文
学

詩
会
と
そ
の
周
辺
』（
清
文
堂
出
版
・
二
〇
〇
四
）

第
一
部
第
二
節
所
収
「『
古
宿
会
詩
』（
妙
心
寺
雑
華
院
渋
谷
厚
保
氏

所
蔵
）
に
つ
い
て
」
参
照
。

（
８
）
前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
所
蔵
『
補
庵
京
華
前
集
』
所
収
本
文
に

拠
る
。
こ
の
詩
は
雪
嶺
永
瑾
（
一
四
四
七
〜
一
五
三
七
）
の
別
集

『
分
韻
梅
渓
集
』（
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
・
江
戸
時
代
初
期
写

本
・
林
羅
山
旧
蔵
）
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
本
作
が
希
世

と
の
応
酬
で
あ
る
点
や
、
内
閣
文
庫
所
蔵
林
家
旧
蔵
『
京
花
集
』

等
、
他
の
横
川
の
別
集
諸
本
に
も
採
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
勘
案
し

て
、
横
川
の
作
と
断
定
し
て
問
題
あ
る
ま
い
。
国
立
国
会
図
書
館
所

蔵
『
翰
林
五
鳳
集
』
巻
第
二
十
二
・
冬
部
で
も
横
川
を
作
者
と
し
て

採
録
し
て
い
る
。

（
９
）
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
『
虚
堂
和
尚
語
録
』（
寛
永
九
年
刊
本

・
七
冊
本
・
林
羅
山
旧
蔵
本
）
に
拠
る
。

（
１０
）
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
『
翰
林
五
鳳
集
』
所
収
本
文
に
拠
る
。

（
１１
）
拙
稿
「
ア
ト
リ
ビ
ュ
ー
ト
と
し
て
の
「
芭
蕉
題
詩
」
│
懐
素
図
・

寒
山
図
か
ら
郭
子
儀
図
へ
│
」（「
ア
ジ
ア
遊
学
」
一
二
二
・
二
〇
〇

九
）

（
１２
）『
羅
山
先
生
詩
集
』（
平
安
考
古
学
会
・
大
正
九
年
）
所
収
本
文
に

拠
る
。
な
お
、
明
ら
か
な
印
刷
上
の
誤
り
と
思
わ
れ
る
も
の
に
つ
い

て
は
文
中
に
て
注
記
の
上
、
訂
正
し
た
。

（
１３
）
注
（
５
）
と
同
じ
。

（
１４
）『
鵞
峰
先
生
林
学
士
文
集
』
巻
第
八
十
一
所
収
「
倭
漢
十
題
雑
詠

序
」。「
十
台
」
と
は
、
元
の
呉
師
道
の
別
集
『
礼
部
集
』
所
収
の

「
十
台
懐
古
」
を
指
す
。
そ
の
詩
題
は
「
姑
蘇
台
・
章
華
台
・
朝
陽

台
・
黄
金
台
・
戯
馬
台
・
歌
風
台
・
望
思
台
・
銅
雀
台
・
鳳
皇
台
・

凌
�
台
」
で
あ
る
。
類
似
の
詩
題
が
岑
安
卿
の
別
集
な
ど
に
も
見
ら

れ
る
。

（
１５
）
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
寛
政
元
年
版
本
に
拠
る
。

（
１６
）
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
寛
政
七
年
版
本
に
拠
る
。

（
１７
）
江
戸
詩
人
選
集
第
三
巻
『
服
部
南
郭

祇
園
南
海
』（
岩
波
書
店
・

一
九
九
一
）
解
題
（
日
野
龍
夫
氏
執
筆
）
参
照
。

（
１８
）
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
宝
暦
十
一
年
刊
『
紹
述
先
生
文
集
』

所
収
の
本
文
に
拠
る
。

（
な
か
も
と
・
だ
い

本
学
教
授
）

「
十
雪
詩
」
の
ゆ
く
え

六
三






